
令和元年度 宇都宮大学 

全学ＦＤの日 
１．日 時  令和元年９月２０日（金）９時から 

２．場 所  大学会館２階 多目的ホール 

（工学部アカデミアホールに映像・音声配信） 

３．テーマ  学修者本位の教育に向けて 

～学修者自身が学修成果を説明できる教育のために～ 

４．日 程 

 【発表】 

９:00 ベストレクチャー賞選考理由報告 

９:05 ベストレクチャー賞及び殿堂表彰者発表 

９:15 ベストレクチャー賞受賞者による実践報告 

【全学ＦＤシンポジウム】 

10:00 学長挨拶 

10:05 趣旨説明 池田 宰(理事(学務・情報担当)・教務委員会委員長) 
10:10 基調講演「誰の何のための教学マネジメントなのか 

～グランドデザイン答申のいう学修者本位の教育に向けて～」 

大森 昭生 氏(共愛学園前橋国際大学長・中教審教学マネジメント特別委員会委員) 

11:00 報告「教育戦略企画チーム活動報告」 

加藤 紀弘(教育戦略企画チームメンバー・教授) 

酒井 一博(教育戦略企画チームメンバー・教授) 

石井 和也(教育戦略企画チームメンバー・教務委員会委員・特任助教) 

11:30 討論 

12:00 終了(予定) 

（参考）各学部の取組：個別ＦＤ活動 
地域デザイン科学部【15:00～17:00】 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝ学科：コモンズ 3(陽東 11 号館 3 階)

建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科：建築会議室(陽東 8 号館 5 階) 

社会基盤ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科：社会基盤デザイン学科会議室（陽東 8 号館 4 階） 

国際学部【13:30～15:00】国際学部大会議室(峰 5 号館 A 棟 4 階) 

教育学部【13:30～15:30】 教育学部 8E11 教室(峰 8 号館 E 棟 1 階) 

工 学 部【13:30～15:30】 アカデミアホール(陽東 10 号館 1 階) 

農 学 部【13:00～15:15】 農学部大会議室(峰 1 号館 C 棟 2 階) 
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※第 16 回「宇都宮大学ベストレクチャー賞」受賞者による授業実践の紹介

資料は別添にてご用意しております。



○学部推薦

学部等 授業科目名 担当教員名 科目コード 受講者数 回収枚数 平均点 備　考

地域デザイン科学部 鉄筋コンクリート構造 中野 達也 R320020 21 21 4.8

国際学部 アジア近現代思想論 松金　公正 K530067 13 12 4.9

教育学部 鍵盤アンサンブル演習 平井　李枝 S410305 12 11 4.85

教育学部 初等理科教育法 出口　明子 S102340 22 20 4.76
全学FDの日にお
ける発表者

教育学部 知的障害児心理・生理・病理 司城　紀代美 S702110 32 31 4.62

工学部 高電圧工学 東口 武史 T260112 78 62 4.76
全学FDの日にお
ける発表者

工学部 成形加工学 白寄 篤 T160322 64 48 4.75

工学部 レーザー工学 東口 武史 T261128 70 59 4.73

農学部 基礎有機化学 謝　肖男 A000025 35 33 4.94

農学部 森林基礎生物学 逢沢　峰昭 A007016 34 33 4.85

基盤教育 新入生セミナー 栗原　俊輔 G133001 17 16 4.82

基盤教育 Honors English A ローリー　バンウェル G241200 35 29 4.80
全学ＦＤの日にお
ける発表者

基盤教育 生活の美学 中島　望 G381563 17 16 4.97

基盤教育 3.11と学問の不確かさ 清水　奈名子 G845223 17 16 4.93

○学部推薦（自薦又は他薦）

学部等 授業科目名 担当教員名 科目コード

工学部 高分子化学 爲末真吾 T360049

農学部 作物生産技術学 高橋行継 A000175

第16回「宇都宮大学ベストレクチャー賞」受賞者名簿

備　考

別紙
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学部 科目名（受賞回数） 氏名 備　考

農学部
基礎有機化学

（３回目）
謝　肖男

農学部
森林基礎生物学

（３回目）
逢沢　峰昭

令和元年度「宇都宮大学ベストレクチャー殿堂」決定者一覧

※ 平成１６年度（第１回）からの受賞記録により３回以上受賞している科目。読み替え科目及びカリキュラム変更
に伴う科目名の変更も同一科目としている。

別紙

2



「宇都宮大学ベストレクチャー賞」選考要項 

令和元年 6 月 4 日 教務委員会 

 本学では，基本的な教育理念として「広く社会に開かれた大学として，質の高い特色ある

教育と研究を実践し，人類の福祉の向上と世界の平和に貢献する。」を掲げている。

この教育目標を達成するための一環として，優れた授業を行っている教員にベストレク

チャー賞を授与し，併せて，教員相互の授業改善の意識向上に役立てることを意図している。 
なお，ベストレクチャー賞は，優れた授業への取組みであることに鑑み，本学における志

願者確保等の観点から，その取組内容を広報活動においても活用することとする。

 以下に「宇都宮大学ベストレクチャー賞」の選考について必要事項を定める。

1. 本学の専任教員が担当する学士課程の全ての授業科目（以下「科目」という。）を選考対

象とし，選考された科目の担当教員に対してベストレクチャー賞を授ける。

(1) 当該科目を単一のクラス※1 で開講し複数の教員で担当している場合，その担当教

員全員に対して授賞する。

(2) 同じ科目で担当教員が３回受賞した場合は，「宇都宮大学ベストレクチャー殿堂」

とし，翌年度以降はその教員に対して当該科目における再度の授賞はしない。

(3) 科目を単一のクラスで開講し複数の教員が担当している場合は，同一教員が 3 回

受賞したときに殿堂入りとし，翌年度以降はその教員に対して当該科目における

再度の授賞はしない。

(4) 科目を複数のクラスで開講している場合は，全クラスをまとめて選考しその担当

教員全員に対して又は特定のクラスのみを選考しそのクラスの担当教員全員に対

して授賞する。

(5) 科目を複数のクラスで開講していて全クラスが受賞した場合は，同一教員が 3 回

受賞したときに殿堂入りとし，翌年度以降はその教員に対して当該科目における

再度の授賞はしない。

(6) 科目を複数のクラスで開講していて一部のクラスが受賞した場合は，同一教員が 3
回受賞したときに殿堂入りとし，翌年度以降はその教員に対して当該科目におけ

る再度の授賞はしない。

2. ベストレクチャー賞の授賞科目と授賞者は，教務委員会において決定する。

3. ベストレクチャー賞受賞者は，「全学 FD の日」に発表し，表彰状及び副賞を授与する。 

4. ベストレクチャー賞受賞者の取り組み内容については，以下のようにして，他の教員の

授業改善の意識向上に役立て，さらには広報活動に活用する。

(1) 受賞者は授業に対する心構えや取り組み方などをまとめた資料「授業概要」を作成

する。「授業概要」は学内職員 Web サイトに公開する。

(2) 受賞者は，求められた場合に「全学 FD の日」，学部別の FD 活動，その他の学内の

FD 行事等にて，自身の取り組みについて発表する。

(3) 受賞者は，オープンキャンパスの日などにおいて模擬授業を実施するよう努める。

なお授業形態によって模擬授業の実施が困難な場合には，この限りではない。

(4) 受賞者の授業科目の参観を学内で広く推奨する。

5. その他選考に必要な事項は，教務委員会が別に定める。

以上

※1 ここで「クラス」とは，時間割コードが割り当てられた授業のことを指すこととする。
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の
結

果
学

生
募

集
が

順
調

な
大

学
の

事
例

と
し

て
紹

介

サ
ン
デ
ー
毎
日

（
20

13
.1

0月
27

日
号

）
受

験
の

カ
リ

ス
マ

（
予

備
校

関
係

者
）

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
受

験
生

・
保

護
者

に
薦

め
た

い
大

学
」

と
し

て
紹

介
TH

E2
1（

20
13

.4
-5

月
号

）
受

験
生

や
保

護
者

が
本

当
に

選
ぶ

べ
き

大
学

と
し

て
紹

介

G
lo

ba
l化
に
挑
戦
す
る
大
学

（
㈱

ア
ネ

ス
タ

）
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

推
進

事
業

採
択

大
学

特
集

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
の
大
学
選
び

（
ベ

ネ
ッ

セ
)

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
に

取
り

組
む

大
学

と
し

て
紹

介

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
20

13
.7

・
8号

）
（

河
合

塾
)

学
生

の
主

体
的

な
学

び
を

支
援

す
る

取
組

を
し

て
い

る
大

学
と

し
て

紹
介

B
et

w
ee

n（
20

14
.8
‐

9月
号

）
（

ベ
ネ

ッ
セ

）
地

方
大

学
の

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成

メ
デ
ィ
ア
等
で
の
紹
介

サ
ン
デ
ー
毎
日

（
20

15
.1

月
合

併
号

）
グ

ロ
ー

バ
ル

時
代

を
生

き
抜

く
大

学
は

コ
コ

だ
！

文
科

省
支

援
事

業
ラ

ン
キ

ン
グ

全
国
私
学

9位

カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
20

15
.3

・
4

号
）

リ
ク

ル
ー

ト
<特

集
＞

地
域

で
選

ば
れ

る
大

学

教
員
養
成
専
門
誌
シ
ナ
プ
ス

（
20

15
.2

）
＜

特
集

＞
新

し
い

学
び

を
取

り
入

れ
た

養
成

・
研

修
の

実
際

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
通

し
た

教
員

養
成

の
取

組
が

紹
介

さ
れ

て
い

る
。

B
et

w
ee

n（
20

15
.4
‐

5月
号

）
<特

集
＞

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

質
化

9
参
考
資
料

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

（
20

15
.1

1.
7号

）
最

強
大

学
特

集
グ

ロ
ー

バ
ル

教
育

力
全
国
２
８
位

サ
ン
デ
ー
毎
日

（
20

16
年

1月
合

併
号

）
グ

ロ
ー

バ
ル

時
代

を
先

導
す

る
改

革
に

積
極

的
な

大
学

は
こ

こ
全
国
私
学
５
位

学
校
法
人

(V
O

L.
40

/N
o.
９

/2
01

7)
共

愛
学

園
前

橋
国

際
大

学
の

経
営

戦
略

(前
)

学
校
法
人

(V
O

L.
40

/N
o.

10
/2

01
8)

共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

の
経

営
戦

略
(後

)

私
学
経
営

(N
o.

51
5)

地
学

／
教

職
／

学
職

一
体

の
教

育
改

革
N

TT
東
日
本

B
us

in
es

s
(N

o.
81

4)
地

域
の

た
め

の
グ

ロ
ー

カ
ル

な
大

学
づ

く
り

ID
E現
代
の
高
等
教
育

(N
o.

59
8)

学
生

の
成

長

『 消 え ゆ く 「 限 界 大

学 」: 』( 白 水 社 、 20

16 )※ 地 域 と の 関 係

の 好 事 例 と し て 紹 介

『 大 学 の 戦 略 的 経 営

手 法 』( 大 学 教 育 出

版 、 20 16 )※ ガ バ ナ

ン ス の 好 事 例 と し て

紹 介
『 私 立 大 学 に 何 が

お こ っ て い る の

か 』( 成 文 堂 、 20

16 )※ ガ バ ナ ン ス や

教 育 改 革 の 好 事 例

と し て 紹 介

『 「 深 い 学 び 」 に

つ な が る ア ク テ ィ

ブ ラ ー ニ ン グ 』( 東

信 堂 、 20 13 )※AL 展

開 の 好 事 例 と し て

紹 介
『 「 地 域 に 愛 さ れ る

大 学 の す す め 』( 三

省 堂 、 20 11 )※ 第 二

章 全 て が 本 学 を 取 り

上 げ 、 大 学 改 革 に つ

い て 紹 介

本
学

が
取

り
上

げ
ら
れ
て
い
る
書

籍

『 グ ロ ー カ ル 力 は

鍛 錬 で き る ( 共 愛 学

園 前 橋 国 際 大 学

ブ ッ ク レ ッ ト 別

冊): 』( 上 毛 新 聞 社

出 版 部 、 20 17 )

『 グ ロ ー バ ル 化 時

代 に お け る 日 本 の

大 学 教 育 』( 東 信

堂 、 20 18 )※ グ

ロ ー バ ル 教 育 の

好 事 例 と し て 紹 介

PR
ES

ID
EN

T（
20

18
.1

0.
01

号
）

高
校

・
大

学
実

力
激

変
マ

ッ
プ

『 学 修 成 果 へ の 挑

戦― 地 方 大 学 あk ら

の 教 育 改 革 』( 東 信

堂 、 20 18 )※ 地 方 に

お け る グ ロ ー バ ル

化 の 好 事 例 と し て

紹 介
『 今 選 ぶ な ら 、 地

方 小 規 模 大 学 ！ ～

偏 差 値 に よ る 進 路

選 択 か ら の 脱 却

～ 』( レ ゾ ン ク リ エ

イ ト 、 20 18 )※ 地 方

小 規 模 大 学 の 教 育

と 組 織 運 営 の 好 事

例 と し て 紹 介

プ
レ
ジ
デ
ン
ト

Fa
m

ily
（

20
19

.0
3）

大
学

選
び

大
百

科
就

職
力

の
あ

る
大

学

『 地 方 大 学 再 生

生 き 残 る 大 学 の 条

件 』( 朝 日 新 書 。 20

19 ) 地 方 私 立 大 学 の

好 事 例 と し て 学 生

イ ン タ ビ ュ ー 等 も

交 え 紹 介
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ET

W
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修
成

果
の

可
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化
の
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組

例
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09
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ガ
イ
ド
ラ
イ

ン 学
生

エ
ン

ゲ
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ジ
メ

ン
ト

の
好

事
例

と
し

て

ht
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ky
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ht
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BE
TW

E
EN

オ
ナ

ー
ズ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て

本
学

が
取

り
上

げ
ら
れ
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
読
め
る
記
事
等

ht
tp

s:
//d

ot
.a

sa
hi

.c
om

/d
ot

/
20

17
10

26
00

08
5.

ht
m

l?
pa

ge
=1

AE
R

A 
do

t.
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
判

明
！

大
学

ト
ッ

プ
が

尊
敬

す
る

「
学

長
ラ

ン
キ

ン
グ

」
ht

tp
s:

//d
ot

.a
sa

hi
.c

om
/d

ot
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01
71

02
60

00
86

.h
tm

l?
pa

ge
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AE
R

A 
do

t.
定

員
割

れ
か

ら
V字

回
復

「
前

国
大

の
奇

跡
」

全
国

の
大

学
ト

ッ
プ

か
ら

注
目

さ
れ

る
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

AE
R

A 
do

t.（
週

刊
朝

日
）

「
大

学
倒

産
」

の
危

機
は

地
方

か
ら

そ
ん

な
時

代
に

“輝
く

大
学

”を
選

ぶ
方

法
＜

輝
く

大
学

と
し

て
紹

介
＞

ht
tp

s:
//d

ot
.a

sa
hi

.c
om

/w
a/

20
17

10
19

00
01

8.
ht
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カ
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小
さ

く
て

も
強

い
大
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の

理
由
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so
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20
8_
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Ｔ
Ｖ
出

演

Sm
aS

ta
tio

n
（

テ
レ

ビ
朝

日
）

教
育

現
場

の
最

前
線

！
未

来
を

支
え

る
君

た
ち

へ
（

テ
レ

ビ
東

京
）

金
曜

イ
チ

か
ら

（
N

H
K）

リ
ー

ダ
ー

ズ
・

ア
イ

（
群

馬
テ

レ
ビ

）

大
学
教
育
と
情
報
（

20
16

 N
o.

2)
eポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

た
学

修
成

果
の

可
視

化
～

エ
ビ

デ
ン

ス
・

ベ
ー

ス
ド

の
自

己
評

価
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

自
律

的
学

修
者

の
育

成
～

ht
tp
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w

w
w

.ju
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.jp
/L

IN
K/
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l/1
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1/
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3_
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日
経
新
聞
全
国
版

(8
月

15
日

)
「

グ
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バ

ル
時

代
を

ひ
ら

く
」
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s:
//w

w
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U

8A
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C
N

00
0/

朝
日
新
聞
全
国
版

(9
月

29
日

)
社

説
「

大
学

の
将

来
像

連
携

深
め

地
域

に
貢

献
を

」
ht

tp
s:

//w
w

w
.a

sa
hi

.c
om

/a
rti

cl
es

/D
A3

S1
37

00
65

6.
ht

m
l/

N
ew

s 
ev

er
y

（
日

本
テ

レ
ビ

）
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マ
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メ
ン
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共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

大
学

教
育

改
革

の
方
向

性

教
育

改
革

ト
レ
ン
ド

の
推

移

13



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

（
参

考
）
高
校
に
お
け
る
教
育

改
革
の
方

向
性

14



共
愛

学
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前
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大
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学
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大
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共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

教
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員
会

■
全

て
の

取
組

は
D

Pか
ら

始
ま

る
◇

学
生

の
学

修
目

標
と

し
て

機
能

、
客

観
的

に
評

価
で

き
る

記
述

◇
D

P自
体

が
具

体
的

能
力

な
の

か
、

D
Pか

ら
具

体
的

な
指

標
を

作
る

の
か

の
議

論
が

あ
る

■
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

D
P達

成
の

た
め

に
デ

ザ
イ

ン
さ

れ
る

＝
科

目
は

ス
リ

ム
化

さ
れ

る
◇

D
Pと

の
関

係
が

不
明

な
科

目
の

見
直

し
◇

週
二

回
開

講
な

ど
◇

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ツ
リ

ー

■
各

授
業

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ポ

リ
シ

ー
が

D
Pと

紐
づ

い
て

い
る

か
■

D
Pの

達
成

を
可

視
化

で
き

る
か

◇
D

Pは
各

大
学

で
異

な
る

の
だ

か
ら

、
そ

れ
を

可
視

化
す

る
た

め
の

指
標

や
方

法
は

各
大

学
で

異
な

る
は

ず
で

あ
る

。
⇔

大
間

観
共

通
の

指
標

が
な

い
と

比
較

検
討

で
き

な
い

。
◇

原
則

と
し

て
直

接
評

価
で

あ
る

べ
き

だ
が

、
間

接
評

価
を

総
合

し
て

可
視

化
し

て
い

く
◇

直
接

評
価

の
評

価
者

は
学

生
で

あ
る

こ
と

も
あ

る
。

た
だ

し
、

評
価

者
と

し
て

学
生

が
成

長
す

る
必

要
が

あ
る

。

■
FD

も
SD

も
D

Pが
出

発
点

で
あ

り
、

D
Pを

達
成

す
る

た
め

に
ど

の
よ

う
な

人
材

委
が

必
要

か
に

よ
っ

て
人

材
育

成
方

策
も

変
わ

っ
て

く
る

は
ず

。
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愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

宇
都

宮
大

学
工

学
部

応
用

化
学

科
（

H
Pよ

り
抜

粋
）

（
資

料
）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ツ

リ
ー

例
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
特

別
委

員
会

第
3回

配
布

資
料

立
命

館
大

学
教

育
開

発
推

進
機

構
沖

委
員

提
出

資
料
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共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

共
愛
学
園
前
橋

国
際

大
学

に
お
け
る
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
捗

状
況

Ｄ Ｐ の 見 直 し ・ 再 策 定

学 修 成 果 指 標

「 共 愛 １ ２ の 力 」 策 定

Ｃ Ｐ の 見 直 し ・ 再 策 定

シ
ラ

バ
ス

項
目

の
見

直
し

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ツ

リ
ー

ア セ ス メ ン ト ポ リ シ ー 策 定

Ｋ Ｃ Ｇ 、 Ｋ Ｃ Ｇ+ Ｓ 、 Ｋ Ｃ Ｒ を 活

用 し た エ ビ デ ン ス ベ ー ス の 自 己

評 価 に よ る 学 修 成 果 の 可 視 化 と

自 律 的 学 修 者 の 育 成

成
績

の
厳

格
化

Ｃ
Ａ

Ｐ
制

外 部 ア セ ス メ ン ト テ ス ト ・

学 修 経 験 調 査 の 導 入

Ｄ Ｐ ・ 成 果 指 標 達 成 の た め の

カ リ キ ュ ラ ム 改 定

現
在

の
マ

ッ
プ

は
、

コ
ー

ス
専

門
科

目
や

共
愛

コ
ア

、
自

由
選

択
科

目
を

分
野

ご
と

に
マ

ッ
ピ

ン
グ

し
た

も
の

で
あ

り
、

Ｄ
Ｐ

を
基

点
と

し
て

い
な

い
。

ま
た

、
現

在
作

成
し

て
い

る
ツ

リ
ー

も
コ

ー
ス

独
自

の
も

の
で

、
や

は
り

分
野

別
や

進
路

別
に

な
っ

て
お

り
、

Ｄ
Ｐ

が
基

点
と

な
っ

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
に

、
現

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
真

に
Ｄ

Ｐ
達

成
に

向
か

う
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

ど
う

か
の

検
証

が
不

十
分

で
あ

る
。

※
KC

G
=

KY
O

AI
 C

ar
ee

r 
G

at
e

※
KC

G
+

S=
KY

O
AI

 C
ar

ee
r 

G
at

e 
Sh

ow
ca

se
※

KC
R=

KY
O

AI
 C

om
m

on
 R

ub
ric

実
施

済
の

取
組

こ
れ

か
ら

の
取

組

共
愛

１
２

の
力

を
基

点
に

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
マ

ッ
ピ

ン
グ

し
、

正
課

外
活

動
も

含
め

１
２

の
力

の
分

布
を

確
認

①
に

加
え

KC
G

の
結

果
も

踏
ま

え
１

２
の

力
を

基
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

証

②
の

結
果

を
基

に
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
構

築
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
精

選
を

含
む

）

改
め

て
マ

ッ
プ

と
ツ

リ
ー

を
作

り
直

す

1 2 3 4

20
19

年
度

（
中

期
計

画
上

）

現 状
改 善

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

と
し

て
策

定
し

た
効

果
は

大
き

か
っ

た

19



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

シ
ラ
バ
ス
項

目
と
記

載
要

領
抜
粋

「
共

愛
12

の
力

」
と

の
対

応
と

は
、

授
業

で
の

学
び

の
プ

ロ
セ

ス
を

通
し

て
、

学
生

が
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

可
能

性
の

あ
る

力
で

す
。

学
生

は
シ

ラ
バ

ス
上

で
示

さ
れ

た
各

教
科

に
お

け
る

力
を

、
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
12

の
力

毎
の

一
覧

と
し

て
確

認
し

、
そ

の
総

体
と

し
て

自
ら

の
力

を
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
で

評
価

し
ま

す
。

12
の

力
の

う
ち

概
ね

4～
6選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
進

め
方

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
課

題
や

質
問

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
対

応
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
の

か
に

つ
い

て
も

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
※

M
oo

dl
eを

利
用

す
る

場
合

は
そ

の
旨

を
明

記
し

て
く

だ
さ

い
。

※
Al

lE
ng

lis
h 

で
実

施
す

る
授

業
は

そ
の

旨
を

明
記

し
て

く
だ

さ
い

。

授
業

の
成

果
と

し
て

の
学

生
の

学
修

を
測

定
す

る
方

法
に

つ
い

て
、

目
標

が
達

成
さ

れ
た

か
ど

う
か

を
ど

の
よ

う
に

判
断

す
る

の
か

を
学

生
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

評
価

の
目

的
や

達
成

す
べ

き
水

準
に

つ
い

て
も

明
記

し
て

く
だ

さ
い

。
（

例
）

授
業

へ
の

参
加

度
20

％
、

レ
ポ

ー
ト

30
％

、
定

期
試

験
50

％
（

例
）

講
義

内
容

に
関

す
る

知
識

習
得

度
と

資
料

を
読

み
取

る
力

を
学

期
末

テ
ス

ト
に

お
い

て
評

価
す

る
（

例
）

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

は
、

課
題

理
解

度
、

チ
ー

ム
へ

の
貢

献
度

主
体

性
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

総
合

的
に

評
価

す
る

科
目
Ｎ
Ｏ
．

 
□
□
□

 
科
目
名

 
■
■
■
■

 
教
員
名

 
■
■

 
■
■

 
開
講
学
期

 
■
■

 
単
位
数

 
●

 
概
要

 
△
△
△
△
△
△
△
△

 
到
達
目
標

 
△
△
△
△
△
△
△
△

 
「
共
愛
１
２
の
力
と
の
対
応
」

 

識
見

 
自
律
す
る
力

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

 
問
題
に
対
応
す
る
力

 

共
生
の
た
め
の
知
識

 
〇

 
自
己
を
理
解
す
る
力

 
 

 
伝
え
合
う
力

 
〇

 
分
析
し
思
考
す
る
力

 
 

 
共
生
の
た
め
の
態
度

 
 

 
自
己
を
抑
制
す
る
力

 
〇

 
協
働
す
る
力

 
 

 
構
想
し
実
行
す
る
力

 
 

 

グ
ロ
ー
カ
ル
マ
イ
ン
ド

 
 

 
主
体
性

 
 

 
関
係
を
構
築
す
る
力

 
〇

 
実
践
的
ス
キ
ル

 
 

 

教
授
法
及
び
課
題
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
方
法

 
 

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

 
〇

 
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ

 
 

 
課
題
解
決
型
学
修

 
〇

 

受
講
条
件
・
前
提
科
目

 
△
△
△
△
△
△
△
△

 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー

及
び
評
価
方
法

 
△
△
△
△
△
△
△
△

 

教
材

 
■
■
■
■

 
参
考
図
書

 
■
■
■
■

 

内
容
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

１
週
目

 

授
業
学
修
内
容

 
△
△
△
△
△
△
△
△

 

授
業
外
学
修
内
容

 
△
△
△
△
△
△
△
△

 
時
間
数

 
〇

.○
時
間

 

（
２
週
目
～
１
５
週
目
は
省
略
）

 
上
記
の
授
業
外
学
修
時
間
の
合
計

 
 
〇
〇
時
間

 
そ
の
他
に
必
要
な
自
習
時
間

 
〇
〇
時
間

 

En
gli

sh
 V

er
. 

 


シ

ラ
バ

ス
を

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

取
り

込
む

こ
と

で
、

教
員

が
チ

ェ
ッ

ク
し

た
「

共
愛

12
の

力
」

で
学

生
が

当
該

力
が

身
に

つ
く

と
さ

れ
た

履
修

科
目

を
検

索
す

る
こ

と
が

で
き

、
自

己
評

価
に

活
用

で
き

る
。

ま
た

、
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

で
学

生
に

も
「

共
愛

12
の

力
」

の
う

ち
で

身
に

つ
い

た
力

を
聞

く
こ

と
で

、
教

員
の

意
図

と
学

生
の

自
己

評
価

の
整

合
性

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。


シ

ラ
バ

ス
の

点
検

は
、

コ
ー

ス
長

（
並

び
に

コ
ー

ス
メ

ン
バ

ー
）

が
担

当
領

域
科

目
を

分
担

し
て

実
施

し
て

い
る

。


科

目
単

位
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ポ
リ

シ
ー

に
つ

い
て

、
非

常
勤

講
師

の
先

生
も

含
め

ま
だ

ま
だ

共
通

理
解

が
図

れ
て

お
ら

ず
、

そ
の

精
度

や
深

度
は

多
様

で
あ

る
し

、
「

共
愛

12
の

力
」

（
＝

D
P）

の
獲

得
／

到
達

に
係

る
科

目
単

位
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

も
十

分
で

は
な

い
。

TO
PI

C

課
題

受
講

後
何

が
達

成
さ

れ
る

か
、

何
が

出
来

る
よ

う
に

な
る

の
か

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。20



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

D
P
達
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

（
進
行
中
）

学
部

必
修

外
国

語
10

単
位

学
部

必
修

数
理

IC
T

12
単

位

学
部

履
修

必
修

キ
ャ

リ
ア

10
単

位

学
部

選
択

必
修

共
愛

コ
ア

28
単

位

学
部

選
択

必
修

G
LO

C
AL

8単
位

コ
ー

ス
専

門
科

目
44

単
位

学
部

必
修

演
習

12
単

位

学
部

必
修

外
国

語
１

４
単

位

学
部

選
択

必
修

共
愛

コ
ア

20
単

位

コ
ー

ス
専

門
科

目
62

単
位

学
部

必
修

演
習

12
単

位

個
性

的
選

択
16

単
位

G
lo

ba
l C

ar
ee

r T
ra

in
in

g副
専

攻

R
eg

io
na

l C
ar

ee
r T

ra
in

in
g副

専
攻

現
在

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
約

48
0科

目
（

約
70

0ク
ラ

ス
）

検
討

中
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

案
約

25
0科

目

削
除

21



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

教
育

成
果

の
可

視
化

の
努

力
22



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

学
修

成
果

の
可

視
化

の
視

点
と
取

組

23



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

様
々
に
試

行
さ
れ
て
い
る
学
修
成
果
の
可

視
化

の
取

組
24

学 位 プ ロ グ ラ ム ・ カ リ キ ュ ラ ム

成 果 指 標

達
成

評
価

教 育 目 標 （ デ ィ プ ロ マ ポ リ シ ー ）

達
成

評
価

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

サ
プ

リ
メ

ン
ト

•直
接

評
価

［
客

観
評

価
］

に
こ

だ
わ

る
成

果
の

可
視

化
•達

成
度

テ
ス

ト
の

開
発

と
学

年
毎

の
受

験

山
形

大
学

•1
24

単
位

に
よ

る
質

保
証

•各
授

業
と

指
標

が
紐

付
き

、
成

績
に

応
じ

て
指

標
の

達
成

が
算

出
さ

れ
る

新
潟

大
学

•３
C

到
達

度
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

宇
都

宮
大

学

•エ
ビ

デ
ン

ス
ベ

ー
ス

ド
の

自
己

評
価

に
よ

る
自

律
的

学
修

者
の

育
成

•ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

エ
ビ

デ
ン

ス
を

基
に

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

で
指

標
の

達
成

を
評

価

共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

24



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特

別
委
員
会
（
第

6回
）

20
19

.7
.5

意
見
資
料
：
大
森
昭
生

① 学 生 が 行 う

学 修 成 果

の 把 握 と 可 視 化

学
修
成
果
の
可
視
化
は
、
学
生
自
身

が
、
学

生
自

身
の
た
め
に
行

う
も
の

で
あ
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

予
測
困
難
な
時
代
の
中
で
生
涯

学
び
続

け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
学

生
た
ち
に
は

、
自

ら
の

学
び
の
成
果
を
自
ら
言
語
化
し
、
可
視
化
し
、
意
味
づ
け
し
な

が
ら
、
学
び
を
通
し
て
自
己
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
自

律
的

な
学

修
者

へ
と
成

長
す
る
こ
と
で
、
幸

福
な
生
涯
を
生
き
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
そ
の
た
め
だ
け

に
大
学
は
運
営
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ

ど
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
学
修
成
果
を
可
視
化

す
る
に
は

、
学

生
自

身
に
よ
る
成

果
の

把
握

（評
価

）
が

必
須

で
す
。
ま
た
、
学
生
個
々
の
成
長
の

36
0°

を
大
学
（
教

職
員
）
が
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
（
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
正

課
外

活
動

等
と
の
関

係
の
整
理
が
必
要
で
す
が
、
大
学
生
活
全
体
で
学
生
は
成

長
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
う
い
う
大
学

で
も
あ
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
）

よ
っ
て
、
大
学
に
は
、
学
生
に
よ
る
自

ら
の

学
び
の

把
握
と
可

視
化

を
支

援
す
る
仕

組
み

を
整

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
こ
の

点
に
お
い
て
、
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
が
展
開
す
る

KY
O

AI
 C

ar
ee

r G
at

eと
い
う
仕

組
み
は

参
考
に
な
る
と
自
負

し
ま
す
（
後
掲

）

② 大 学 が 行 う

教 育 成 果

の 把 握 と 説 明

教
育
成
果
は
、
学
修
成
果
の
可
視

化
が

な
さ
れ

て
初

め
て
把

握
可
能

と
な
る
も
の

で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
成
果
は
、
学
生
自
ら
が
把
握
し
た
学

修
成

果
に
基

づ
く
も
の

で
あ
り
、
学
生

自
身

が
成

果
が

あ
が
っ
て
い
な
い
と
評
価
し
て
い
る
の
に
、
大
学
が
教
育

成
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
大

学
は

ま
た
、
そ
の

成
果

を
生

み
出

し
た
背

景
や
そ
の
成
果
の
整
合
性
に
つ
い
て
、
間
接
評
価
も
用
い

な
が
ら
、
教
育
の
質
を
明
ら
か
に
し
、
説
明

す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の

こ
と
を
通

し
て
、
大

学
は

、
学

生
に
対
し
て
、
そ
し
て
社
会
に
対
し
て
質
保
証
と
説
明
責
任

を
果
た
し
て
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

教
育
成
果
を
、
学
修
成
果
を
基
に
し
て
把

握
し
、
そ
の

背
景

や
整
合

性
を
含

め
て
説

明
責
任

を
果

た
す
こ
と
は
、
社
会
的
な
責
務
を
果
た
す
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
大
学
自
身
の
い
わ
ゆ
る
「
生
き
残

り
」
に
と
っ
て
最

も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大

切
な
視

点
だ
と
心
得
て
い
ま
す
。

意
見
１
：
学
修
成
果
可
視
化
の
主
体
は
だ
れ

な
の
か

教
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
指
針
に
盛
り
込
む
べ
き
主
な
事
項
（
④
学
修
成
果
の
把
握
・
可
視
化
）
の
記
述


学
修
者
本
位
の
教
育
の
観
点
か
ら
、
一
人
一
人
の
学
生
が
「
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
」
に
定
め
ら
れ
た

到
達
目
標
の
達
成
度
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
共
に
自
ら
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
・
・
・


一
人
一
人
の
学
生
が
学
修
成
果
を
自
ら
説
明
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
・
・
・


一
人
一
人
の
学
生
が
よ
り
具
体
的
に
自
ら
の
学
修
成
果
を
説
明
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
ゆ
く
・
・
・


一
人
一
人
の
学
生
が
、
自
ら
の
学
修
活
動
等
を
通
じ
て
「
卒
業

認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
」
に
定
め
ら
れ
た
能

力
を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
を
自
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

教
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
指
針
に
盛
り
込
む
べ
き
主
な
事
項
（
④
学
修

成
果
の
把
握
・
可
視
化
）
の
記
述


・
・
・
能
力
を
備
え
た
学
生
を
育
成
で
き
て
い
る
こ
と
を
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
共
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
・
・
・


・
・
・
大
学
が
対
外
的
に
教
育
成
果
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
教
育
活
動
の
改
善
を
図
る
・
・
・

付
随
意
見

：
現
在
の
記
述
で
は
、
主

語
が

曖
昧

だ
っ
た
り
、
混

在
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
た
め
、
誰
が
誰

の
何
の

た
め
に

行
う
の
か
を
明
確
に
す
べ

き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。
25



共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

ー
K
Y
O

A
I 
C
A
R
E
E
R
 G

A
T
E
ー

4年
間

の
主

体
的

な
学

習
と

そ
の

成
果

を
目

に
見

え
る

形
で

積
み

上
げ

、
キ

ャ
リ

ア
に

つ
な

げ
る

。
4年

間
に

出
会

う
た

く
さ

ん
の

学
び

と
活

動
。

そ
の

一
つ

一
つ

を
、

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
で

あ
る

K
YO

AI
 C

AR
EE

R
 G

AT
E

に
蓄

積
し

、
自

分
の

学
習

を
振

り
返

り
な

が
ら

、
そ

れ
を

エ
ビ

デ
ン

ス
と

し
て

、
学

習
成

果
指

標
に

基
づ

く
成

果
の

自
己

評
価

と
可

視
化

を
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
そ

の
活

動
や

成
果

を
SH

O
W

C
AS

E
を

通
し

て
社

会
へ

と
発

信
し

、
目

ざ
す

キ
ャ

リ
ア

へ
と

接
続

し
ま

す
。
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共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

科
目

振
り

返
り

○
○

演
習

・
・

・
△

△
学

・
・

・
□

□
概

論
・

・
・

授
業

で
の

学
修

（
参

照
）

外
部

テ
ス

ト

学
内

活
動

学
外

活
動

エ
ビ

デ
ン

ス
の

蓄
積

（
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

：
KC

G
）

•
学

修
活

動
の

振
り

返
り

•
学

修
計

画
の

調
整

・
改

善
•

学
修

成
果

の
総

括

評
価

規
準

（
コ

モ
ン

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）

自
己

評
価

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン

共
愛

12
の

力
に

リ
ン

ク

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
が
め
ざ
す

エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
自

己
評
価
に
よ
る
学
習
成
果
の
可
視
化
と
自
律
的
学
修
者
の
養
成
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共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

共
愛
学
園
前
橋

国
際

大
学

コ
モ
ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

4
の
軸

1
2
の

力
1
2
の
力
の
定
義

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
2

レ
ベ
ル
1

識
見

共
生

の
た

め
の
知
識

多
様
な
存

在
が
共

生
し
続

け
る

こ
と
が

で
き
る
社

会
を
築

い
て

い
く
た
め
に
必
要
な
知
識

共
生

の
た

め
の

社
会
の

諸
課

題
に

対
応

す
る

た
め

の
、

新
た
な

知
見

を
生
み

出
す

こ
と
が

で
き

る
。

共
生

の
た

め
の

社
会
の

諸
課

題
に

つ
い

て
、

知
識

を
組

み
合
わ

せ
て

、
自

分
の

言
葉

で
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

所
属

す
る

コ
ー

ス
の
専

門
的

な
知

識
を

習
得

し
て

い
る
。

文
化

、
社

会
、

地
域
、

人
間

、
自
然

、
外

国
語

に
関

す
る

体
系

的
な

知
識

の
習

得
に
努
め

て
い
る

。

共
生

の
た

め
の
態
度

多
様
な
存

在
が
共

生
し
続

け
る

こ
と
を
尊
重
す
る
考
え
や
行
動

多
様

な
存

在
が

共
生
可

能
な

社
会

の
た

め
に

、
考

え
、

学
び

、
行

動
し

続
け

る
こ

と
が
で

き
る

。

多
様

な
存

在
が

共
生

す
る

社
会

の
中

で
、

自
分

が
で

き
る

こ
と

、
や

ら
な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

授
業

や
活

動
を

通
じ
て

、
社

会
が
多

様
な

存
在

で
構

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

、
多

様
性

を
尊
重

す
る

気
持
ち

を
持

っ
て

い
る
。

自
分

の
態

度
や

信
念
は

他
の

文
化

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

態
度

や
信

念
と

は
異

な
っ

て
い

る
と

い
う
自

覚
を

も
っ

て
い

る
。

グ
ロ
ー

カ
ル

・
マ
イ
ン
ド

地
域

社
会

と
国

際
社

会
の

関
わ

り
を
捉

え
、
両

者
を
つ

な
ぐ

こ
と
で
、
地

域
社

会
の

発
展

に
貢
献
す
る
姿
勢

地
域

社
会

と
世

界
を
つ

な
ぎ

、
自

ら
が

暮
ら

し
て

い
く

地
域
の

発
展

に
貢

献
す

る
グ

ロ
ー

カ
ル

人
材
と

し
て

活
躍

し
て

い
く
ビ
ジ

ョ
ン

を
持

っ
て

い
る

。

地
域

社
会

と
国

際
社
会

の
関

わ
り

に
つ

い
て

、
様

々
な

学
び
を

通
じ

て
、

主
体

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

母
国

以
外

の
政

治
・
経

済
・

文
化
・

社
会

・
歴

史
に

つ
い

て
知

り
た

い
と
い

う
意

欲
が

あ
る
。

自
ら

の
暮

ら
し

、
学
び

の
場

で
あ
る

地
域

の
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史
に

つ
い

て
知
り

た
い
と

い
う
意

欲
が
あ

る
。

自
律

す
る
力

自
己

を
理

解
す
る
力

自
己
の

特
徴

、
強

み
や

弱
み

、
成
長
を
正
確
に
理
解
す
る
力

様
々

な
経

験
を

振
り
返

る
こ

と
を

通
じ

て
、

自
分

の
特

徴
、

強
み

や
弱

み
、

成
長

を
客

観
的

に
表

現
で

き
、

将
来
に

向
け

て
の

自
分

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

様
々

な
経

験
を

振
り
返

る
こ

と
を

通
じ

て
、

自
分

の
特

徴
、

強
み

や
弱

み
、

成
長

を
客

観
的

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
ら

の
興

味
関

心
や
特

徴
、

長
所
や

短
所

に
つ

い
て

考
え

な
が

ら
、

授
業
や

活
動

に
取

り
組
む
こ

と
が
で

き
る
。

授
業

や
学

内
外

の
活
動

を
通

じ
て

、
自

分
の

興
味

関
心

の
あ
り

か
を

確
認

し
た

り
、

新
た

な
興

味
の
対

象
を

見
つ
け

よ
う

し
た
り

し
て
い

る
。

自
己

を
制

御
す
る
力

ス
ト
レ
ス
や

感
情

の
揺

れ
動

き
に
対

処
し
な
が

ら
、
学

び
や

課
題
に
持
続
し
て
取
り
組
む
力

ス
ト

レ
ス

や
感

情
の
揺

れ
動

き
と

上
手

く
付

き
合

い
な

が
ら

、
大

き
な

困
難

に
挑

戦
し

、
価

値
あ

る
こ

と
を

や
り
遂

げ
た

経
験
と

自
信

が
あ

る
。

ス
ト

レ
ス

や
感

情
の
揺

れ
動

き
と

上
手

く
付

き
合

い
な

が
ら

、
困

難
な

課
題

に
取

り
組

み
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

達
成

が
容

易
で

な
い
課

題
で

も
、
最

後
ま

で
粘

り
強

く
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

設
定

し
た

目
標

に
向
か

っ
て

、
取
り

組
む

こ
と
が

で
き
る

。

主
体
性

人
か
ら
の
指

示
を
待

つ
の

で
な

く
、
自

ら
や

る
べ

き
こ
と
を
見

つ
け
、
行
動
す
る
力

達
成

困
難

な
課

題
で
あ

っ
て

も
、

解
決

の
た

め
の

方
法

を
模
索

し
な

が
ら

、
自

ら
動
き
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
ら

す
べ

き
こ

と
を

見
つ

け
、

行
動

し
、

そ
の

結
果

を
振

り
返
り

、
次

の
行
動

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

。

指
示

を
待

つ
の

で
は
な

く
、

自
分
の

状
況

を
判

断
し

た
上

で
、

自
ら

す
べ
き

こ
と

を
見

つ
け
、
行

動
し
て

い
る
。

指
示

を
待

つ
の

で
は
な

く
、

何
を
す

れ
ば

よ
い

か
、

す
る

べ
き

か
を

見
つ
け

よ
う

と
し
て

い
る
。

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
力

伝
え
合
う
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

相
手

の
意

図
を
正

し
く
理

解
し
、

自
分

の
意

図
を
効

果
的

に
伝

達
す
る
力

レ
ベ

ル
1～

3を
複
数

の
言

語
で

行
う

こ
と

が
で
き

る
。

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
・

ツ
ー

ル
を

用
い

て
、

自
分
の

伝
え

た
い
こ

と
を

わ
か

り
や

す
く

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
の

状
況
や

相
手

の
立

場
を

考
慮
し

て
、
伝

達
方
法

を
工

夫
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

発
言

や
文

章
の

論
点
を

正
し

く
理

解
す

る
こ
と
が

で
き
る

。

協
働
す
る
力

他
の

メ
ン
バ

ー
と
協

調
し
な
が

ら
集

団
と
し
て
目

標
に
向

け
て

行
動
す
る
力

良
い

グ
ル

ー
プ

に
な
る

た
め

の
条

件
を

常
に

模
索

し
、

他
の
メ

ン
バ

ー
へ
の

働
き

か
け

を
通

じ
て

、
グ

ル
ー

プ
の

目
標

達
成
に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

多
様

な
意

見
や

立
場

、
利

害
を

把
握

し
た

上
で

、
グ

ル
ー

プ
内

の
関

係
性
構

築
に

貢
献

で
き

る
。

グ
ル

ー
プ

で
の

自
分
の

役
割

、
責
任

を
理

解
し

、
自

分
な

り
に

グ
ル

ー
プ
に

貢
献

す
る

こ
と
が
で

き
る
。

他
者

の
発

言
を

よ
く
聞

き
、

会
話
の

流
れ

を
し

っ
か

り
追

い
な

が
ら

、
グ
ル

ー
プ

に
協
力

す
る
こ

と
が
で

き
る
。

関
係

を
構

築
す
る
力

様
々
な
他
者

と
円

滑
な
関
係

を
築
く
力

自
分

と
は

異
な

る
価
値

観
や

文
化

を
持

つ
他

者
や

、
バ

ッ
ク
グ

ラ
ウ

ン
ド
が

大
き

く
異

な
る

他
者

と
も

円
滑

な
関

係
を

築
く
こ
と

が
で

き
る

。

互
い

の
状

況
や

立
場
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
合

う
こ

と
に
よ

り
、

相
手
と

円
滑

な
関

係
を

築
い

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

相
手

の
状

況
や

立
場
を

理
解

し
、
共

感
を

示
し

な
が

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

が
で
き

る
。

自
分

の
気

持
ち

を
一
方

的
に

伝
え

る
だ

け
で

な
く

、
マ

ナ
ー
を

守
り

、
相
手

を
尊

重
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と
が
で

き
る
。

問
題

に
対

応
す

る
力

分
析

し
、
思

考
す
る
力

様
々

な
情

報
を
収

集
、
分

析
し
、

論
理
的
に
思
考

し
て
課

題
を
発

見
す
る
力

必
要

な
情

報
を

効
率
的

に
集

め
、

多
面

的
視

点
か

ら
分

析
を
行

い
、

現
実

の
、

ま
た

は
学

術
上

の
問
題

に
つ

い
て

新
た

な
課
題
を

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

情
報

・
資

料
の

分
析
を

通
じ

て
、

物
事

を
多

面
的

に
見

る
こ
と

に
よ

り
、

問
題

の
新

た
な

側
面

を
発
見

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
ら

情
報

・
資

料
を
収

集
し

、
そ
れ

ら
を

論
理

的
に

分
析

し
、

考
察

す
る
こ

と
が

で
き

る
。

与
え

ら
れ

た
情

報
・
資

料
を

客
観

的
に

読
み
取
る

こ
と
が

で
き
る

。

構
想

し
、
実

行
す
る
力

課
題

に
対

応
す

る
た
め

の
計

画
を
立
て
、
実
行
す
る
力

現
実

の
、

ま
た

は
学
術

上
の

問
題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

収
集

し
た

情
報
や

知
識

を
活

用
し

な
が

ら
計

画
を

立
て

、
完

遂
す
る
こ

と
が

で
き

る
。

計
画

の
進

捗
状

況
を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
を

修
正
し

な
が

ら
、

着
実

に
実

行
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

立
て

た
計

画
を

着
実
に

実
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
取

り
組

む
べ

き
物

事
に

対
し

て
合

理
的

な
計
画
を

立
て
る

こ
と
が

で
き
る

。

実
践

的
ス

キ
ル

現
代

社
会

に
お

い
て

必
要

な
基
本
的

ス
キ
ル

と
自

ら
の
強

み
と
な
る
実
践
的
ス
キ
ル

問
題

解
決

に
役

立
つ
様

々
な

ス
キ

ル
を

組
み

合
わ

せ
て

、
状
況

に
応

じ
て
柔

軟
に

活
用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
ら

の
強

み
と

な
る
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
、

問
題

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
学

び
に

必
要

な
基

本
的

な
事

柄
を

自
ら

の
ス

キ
ル

と
し
て

活
用
で

き
る
。

学
び

に
必

要
な

基
本
的

な
事

柄
（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

使
い

方
や

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方
な
ど

）
を
理

解
し
て

い
る
。
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共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

K
C
G
＋

S
の
実

際
（
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
）

K
yo

a
i
C
a
re

e
r 
G
a
te

の
実
際

＜
記
録
項
目
＞

•
「

共
愛

12
の

力
」

自
己

評
価

•
学

内
活

動
学

外
活

動
資

格
取

得
読

書
履

歴
•

学
年

振
り

返
り

授
業

振
り

返
り

※
活

動
記

録
は

投
稿

時
に

自
分

で
「

12
の

力
」

と
タ

グ
付

け
※

履
修

情
報

・
シ

ラ
バ

ス
と

連
動
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共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

誰
の
何
の
た
め
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か

そ
も

そ
も

大
学

は
誰

の
何

の
た

め
に

あ
る

の
か

学
生
の

幸
せ
な
生
涯

の
た
め
に
あ
る


生

涯
学

び
続

け
る

必
要

が
あ

る


自
分

の
学

び
を

自
分

で
評

価
し

、
言

語
化

す
る

こ
と

を
通

し
て

自
己

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

予
測

困
難

な
時

代
に

生
き

る
学

生
た

ち

学
修

し
て

い
る

の
は

誰
か


学

修
者

（
学

生
）

で
あ

り
大

学
で

は
な

い


可
視

化
で

き
る

の
は

学
修

者
学

生
の

幸
せ

の
た

め
の

学
修
者
本
位

の
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
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（
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台
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東
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文
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課
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96
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愛
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３
位

（
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

20
19

）

国
・
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第 16 回「宇都宮大学ベストレクチャー賞」 
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教育学部 出口 明子 准教授 
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令和元年度 宇都宮大学 

全学ＦＤの日 
 

 

第 16 回「宇都宮大学ベストレクチャー賞」 

受賞者による実践報告 
 

 

 

 

 

工学部専門教育科目 
工学部 東口 武史 教授 

   

 





授業実践報告
高電圧工学 レーザー工学

工学部・東口 武史

70名近く

記述が雑なものを認めるの？
以前は赤を入れまくっていたけど・・・

赤ペン先生に効果はあるの？
自身も以前はそれが当たり前だと・・・



Reject / Strong Major
研究者もへこむわけで・・・

Peer Review
研究者にとっては当たり前ですが・・・

記述を改善・熟考させたい

Peer Review
研究者にとっては当たり前ですが・・・
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共通科目 
基盤教育センター ローリー バンウェル 准教授 

   

 





HONORS CLASS
EPUU

English Program for Utsunomiya University)

1) Honors Student ?
2) Honors Class ?
3) 

4)

5)

11) Honors Student

• TOEIC 

• TOEIC 650 Honors 
Student 

HHonors Student

•

•

•

•

HHonors English

Honors English Class           (1 )
Honors Camp                       (2 )

Advanced English EPUU 8 

• Honors student 

•

•

• 1 4

22. Honors Class ?



Students will use speaking, listening, reading, and 
writing to study English for academic purposes. It is 
designed to help students develop the necessary skills 
and international mindset to be able to work and live in 
today’s global environment and to improve each 
student’s English language skills for their own personal, 
academic, and professional requirements that are 
necessary for success in the future.         

3) Honors Class

Purpose

Collaborative learning

3) 

4)

• Issues in Education
• Japan’s Falling Population
• Poverty 
• Crime & Punishment
• Environmental problems
• Conflict
• Human Relationships
• Technology

5)

• Giving an Opinion  

• Agreeing with someone

• Disagreeing with someone (politely…)

• Persuading / Negotiating

Giving an Opinion 
Presenting your opinion to the class or in a debate follows a similar pattern to telling a story or giving a 
presentation. There is a beginning- the introduction, a middle-the body, and an ending- the conclusion. 
• The introduction
To introduce your opinion
• The body
To give reasons for your opinion and to give any information that supports that opinion.
• The conclusion
To finish your speech with clarity and impact

For example:
In my opinion, Utsunomiya University is a very good place to study. I have three reasons to think
this.
First, the university has the EPUU program. Students can learn to speak English well and improve
their TOEIC score. The EPUU teachers are so kind, good-looking and intelligent as well.
Second, the campus is very beautiful. There are many trees, sports fields and lovely gardens.
Last, it is in the city of Utsunomiya. Utsunomiya has very delicious gyoza, it is a safe city, and the
people are friendly.
These three reasons are why I think Utsunomiya University is a very good place to study. Udai is
wonderful.

5)

• Presentations
• Debate
• Essays & Research Papers 
• Poster Presentations
• Note-Taking and Summarizing



Presentations
• Physical Skills 

-Posture Eye Contact
-Gesture
-Presentation voice

• Visuals 
-How to make effective visuals

• Content 
-Language & Structure

TThe Presentation Structure

1. INTRODUCTION
•Greeting
•What
•Why
•Overview
Main Point 1
Main Point 2 
Main Point 3
(Transition to next stage)

2. BODY
•Main Point 1 explained in detail
(Transition)

•Main Point 2 explained in detail
(Transition)

•Main Point 3 explained in detail
(Transition to next stage)

3. CONCLUSION
•Main Point 1 + Focus point

•Main point 2 + Focus point

•Main point 3 +Focus Point

(Finish with a “thank you”)

There is a standard presentation structure. It is simple and easy to follow.

Debate Essays & Research Papers
            

Introduction                                                                                                                             

 

 

 

 

 

Body 

 

 

 

 

 

Conclusion 

 

 

Reference List                          

 

 

 

 

 

 
Tells us where the information in 
the paper has come from 

Title

HHow to cite information + Reference Lists

• Example:
Banwell (2019) stated that, “Honors students didn’t like to do their 
homework” (p.14).

• Examples for Reference List:
-A Book
Banwell, D.R.S. (2019). The stress of teaching Honors English. Oxford:
Oxford University Press.

Poster Presentations
Presentations



HHAPPY, ENGAGED STUDENTS CConclusion

1) Honors Student ?

2) Honors Class ?

3) 

4)  

5)  
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令和元年度 宇都宮大学 

全学ＦＤの日 
 

 

「教育戦略企画チーム活動報告」 
 

 

 

    加藤 紀弘(教育戦略企画チームメンバー・教授) 

    酒井 一博(教育戦略企画チームメンバー・教授) 

    石井 和也(教育戦略企画チームメンバー・教務委員会委員・特任助教) 

   

 





令和元年度「全学FDの日」全学シンポジウム

教育戦略企画チーム活動報告

特別
チーム

A班

B班

令和元年9月20日（金）

授業科目・設計，成績評価を担当
石井和也(基盤)，小澤好則(地デ)，加藤紀弘(工)，羽生直人(農)

学修成果の把握・可視化を担当
石井和也(基盤)，横尾昇剛(地デ)，米山正文(国際)，酒井一博(教育)，大野和隆(学務)

DPの再検討，レーダーチャート運用改善，3C到達度チェックシート改善を担当
藤井佐知子(理事)，石井和也(基盤)，酒井一博(教育)

担当
理事 池田宰(統括)，藤井佐知子



教育戦略企画チームのミッション
大学教育の質保証・向上

目標 授業 評価 可視化

不断の改善

教育および学修の質の向上に向けた不断の改善を促進するための教学
マネジメントを確立し，学修者本位の教育への転換を目指す。

学修者本位の教育のために

目標 授業 評価 可視化

DPの再検討 教育プログラム検証
授業設計・実施の改善

ポートフォリオ改善
アンケート活用法検討

レーダーチャート改善
3C到達度
チェックシート改善

学修目標としての機能が弱い。また，
専門的能力と汎用的能力の区分・バ
ランスに課題がある。

宇都宮大学の学生に身に
付けさせたい力の明確化

学生の日々の学修の目標
となるDPの設定
汎用的能力を含め全学統一の分類

学修の質保証と教育プログラムとの
関連が曖昧である。また，DP達成
に向けた多様な学びを促すための仕
組みに課題がある。

DPを達成するための
教育課程の編成
学生に付けさせたい能力を培うカ
リキュラム(教育プログラム)およ
び授業の設計(シラバス改善等)

基盤教育の全面見直し

学修支援機能を果たしうる自己評
価・相互評価ツールが不十分。また，
学生の実態を掴むためのアンケート
の体系性に課題がある。

多様な学びを多面的に
評価する仕組み作り
達成目標の確認と自己・相互評価
が可能なEポートフォリオの導入

学修意欲を喚起するためのルーブ
リックの活用

学修成果を正しく表示しているか疑
問が残る。また，学修到達度の確認，
次の目標設定，自己評価等に役立て
ることが困難。

新・統合型
レーダーチャート作成
DPの達成度を正しく示し，次の
学修を促すレーダーチャート(成
長実感を持たせ学修意欲を促進す
るツール)の作成



教育戦略企画チーム活動報告

A班からの報告

A班
授業科目・設計，成績評価を担当

石井和也(基盤)，小澤好則(地デ)，加藤紀弘(工)，羽生直人(農)

授業外学修時間の現状
出典:本学教学IR UUIR-Report010

単位：時間/週
0

< 1
1 2
3 5

6 10
11 15
16 20

20 <
20% 0% 40% 60% 80% 100% 20% 0% 40% 60% 80% 100% 

1 (n=872)
(n=658)

1 (n=39244)
(n=42316)

宇都宮大学 全国

大学IRコンソーシアム (2017)
[1年生48大学, 上級生(2-4年生)44大学]

学内調査 (2017)
[1年生，3年生]



シラバス記載事項の検討
◆能動的学修（アクティブ・ラーニング）の適切な活用
◆多様な学習形態実施，多様な学び
（「考える」「話す」「行動する」）をもたらす工夫
◆学生が主体的に授業準備や事後の展開を行う
ためのシラバスの改訂

授業
設計

シラバス記載項目の充実化
授業計画（現行：15回にわたり具体的に記載）

新たに記載項目を追加

授業時間外学修の具体的な指示
履修に必要な標準学修時間の記載

シラバス記載案
授業時間外学修の内容と標準時間を

具体的に記載



授業の実情にあわせて数週をまとめて
記載することも可

グループにわかれて実施する
学生実験の例



集中講義の例
開講日ごとに記載する例

実施にあたってはシラバス作成の便宜をはかるために
記載する例文集の配布を検討



教育戦略企画チーム活動報告

B班からの報告

B班 学修成果の把握・可視化を担当
石井和也(基盤)，横尾昇剛(地デ)，米山正文(国際)，酒井一博(教育)，大野和隆(学務)

学修ポートフォリオ導入の検討



本学における学修ポートフォリオの状況

汎用的能力の醸成を目指した
ワークシートの導入（案）



教育戦略企画チーム活動報告

特別チームからの報告

特別
チーム

DPの再検討，レーダーチャート運用改善，3C到達度チェックシート改善を担当
藤井佐知子(理事)，石井和也(基盤)，酒井一博(教育)



3C到達度チェックシートの
問題点および改善の方向性

9つの汎用的能力の関係性が曖昧
（9つの力が並列している）
構成要素が煩雑
（何を重視すればよいかがわかりにくい）
身に付けるべき力の欠落
（「学修する力」等）
DPとの関連性が不明瞭
（宇大における3C到達度チェックシート
の位置づけがわかりにくい）

全国学生調査の質問項目も参考にしながら9つの力を再検討する
9つの力を学修の段階に沿っていくつかのカテゴリーに分類する
DPの到達度を示すレーダーチャートと3C到達度チェックシートを
結びつけ，学修成果可視化システムを活用しやすいものに整理する

現在の3C到達度チェックシート 問題点

改善の
方向性

3C到達度チェックシートの
問題点および改善の方向性

3C到達度チェックシートの改善案

DPへの
組込み

3C到達度チェックシートを
汎用的能力に関する全学共通
のDPと位置づけ，部局設定
DPとの2段構えとする（例:
阪大，茨大，岡山大等）。

全学共通DP
（汎用的能力）

部局設定DP
（専門知識・技能）

宇都宮大学のDP

基盤教育
の再編

力の基礎を身に付けさせるプ
ログラムとして重要となる。
改善案に示した3カテゴリー
に沿う形で基盤教育を再編す
る必要がある。

汎用的能力に関する
DPの達成のために，
基盤教育は汎用的能



専門1 学校教育や教職についての知識
専門2 子どもや教育法についての知識・技能
専門3 教科や教材についての知識・技能

教育学部をイメージした例

部局設定DP（専門知識・技能）

基礎的リテラシー
論理的に考える力／情報を使いこなす力
表現する力

認知スキル
課題を見つけ解決する力／多様な人々と協働する力
創造する力／学修する力

社会スキル
キャリアデザイン力／社会に踏み出す力

全学共通DP（汎用的能力）

学部専門教育の中で培う汎用的能力
の力量を数値化，全学共通DPに算入

専門知識・技能の力量
のみを数値化

0
20
40
60
80

100

1

2

3

新レーダーチャートのイメージ
※平均を50として表示

外国語運用能力は
別に表示
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2. e-ポートフォリオとは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e-ポートフォリオとは？ 
入学から卒業までの履修、成績、課外活動等の学びに関わる情報をわかりやすく可
視化し集積するＷＥＢシステムです。学生が学修の振り返りや目標を設定するため
のツールであり、学生たちは、e-ポートフォリオを活用し、自分の掲げた目標や正
課外活動等の出来事、資格取得などを記録していきます。 

 

教員用は、授業担当教員画面とアドバイザー教員画面の２つの要素で構成されてい

ます。 

 

１．授業担当教員画面 

授業担当教員として、受講者名簿、シラバス、成績評価分布等の授業に関わる情報

について確認することができ、教務情報システムのＫＵＬＡＳと連携しています。

シラバスや成績入力、レポート課題提示等はこれまでと同様に KULAS でお願いい

たします。違いは、成績評価分布を受講者と共有できること、授業振り返りアンケ

ートを作成でき、即座に集計できることです。 

 

２．アドバイザー教員画面 

アドバイザー教員として、担当するアドバイジー学生の履修状況とこれまでの学修

成果についての確認ができ、指導に活用することができます。特徴は３つあります。

①アドバイジー学生の学修成果についてグラフで可視化できます。②学生の卒業後

の進路希望状況についても、e-ポートフォリオ上で確認することができ、指導に活

用できます。③学生面談後に、その面談記録を記入することができ、これまでの指

導等についても時系列で表示し、指導記録の蓄積ができます。 
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5.「授業担当教員」として閲覧する 

「授業担当教員」としてできること 

 

1）授業担当教員「ホーム画面」の表示項目について 

（1）画面の➊「授業担当教員」を選択すると、以下のホーム画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 表 示 内 容 

➊表示画面の教員の選択 授業担当教員とアドバイザー教員との画面切り替え 

➋プロフィール ログイン者のプロフィール情報 

➌表示年度・学期 閲覧希望の年度・学期をプルダウンから選択が可能です。 

➍ ➌で選択した年度・学期

の担当授業科目一覧 

  開講日時 

  受講者名簿 

➌で選択した年度・学期の担当授業科目一覧・開講日時・

受講者名簿  

     クリック後、選択した授業科目の受講生名簿が確

認できます。 

❺シラバス・ 

ルーブリック 

クリック後、選択した授業科目のシラバスが別ウ

ィンドウで開きます。 

クリック後、選択した授業科目のルーブリックが

別ウィンドウで開きます。 

 (ルーブリックは 2017 年 12 月現在未実装、今後実装予定） 

閲覧項目 

担当授業科目一覧と開講日時、受講者名簿・シラバス・設定したルーブリックの結果

（2017年 12月現在未実装）・講義資料（KULAS にアップされたもの）・資料 URL

（KULAS にアップされたもの・e-ポートフォリオ上で追加登録したもの)・成績評価

分布・授業振り返りアンケート等の項目とその結果 

入力項目 
授業の振り返りアンケートの項目の設定、資料 URL の設定 

授業科目ごとのルーブリックの設定（ルーブリックは 2017年 12月現在未実装） 

➊ 

➌ 

➋ 

➍ ➎ ➏ ➐ ➑ ➒ 

※2016 年度以前のデータは KULAS を参照ください。 
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➏講義資料 
※学生への講義資料の表示について 

KULAS で講義資料に公開期間を設定し

ている場合、学生は、e-ポートフォリオ

でも同期間のみ閲覧が可能です。 

 

クリック後、選

択した授業科目の講義資料

（KULAS にアップされたも

の）一覧が右図のようにポッ

プアップ表示されます。 

※ダウンロードも可能です。 

❼資料 URL      クリック後、選択した授業科目のシラバスに記載

された URL 一覧が※１欄にポップアップ表示されます。ま

た、下図の※２欄に、任意のリンク先を登録することも可能

です。 ただし、シラバスには反映されません。 

【資料 URL の追加入力方法】 

 1.「資料 URL」欄にリンク先の URL を入力します。その

際、URL アドレスは半角英数字で入力してください。 

 2.入力完了後、「編集」を選択します。 

 

❽授業の振り返り クリック後、選択した授業科目の授業振り返りの

設定画面へ移動します。 詳細は P.9 を参照 

❾成績評価分布      クリック後、選択した授業科目の成績評価分布画

面へ移動します。 詳細は P.11 を参照  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●● 

※１ 

※２ 

入力例）高知大学 ホームページ：http://www.kochi-u.ac.jp 

↑半角英数字 
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7. アドバイジー学生の情報を確認する 

（1）P.12 の「2）閲覧希望のアドバイジー学生を選択する」で選択したアドバイジー学生の画

面より、➊～❻のアドバイジー学生の情報が確認できます。 

 

 

 

 

 

項 目 表 示 内 容 

➊ホーム 選択したアドバイジー学生のプロフィール・各年度・学期ごとの時間割、

目標や振り返り、アドバイザー教員情報と e-ポートフォリオから送信され

たアドバイザー教員からのメッセージの確認、学生生活記録の確認ができ

ます。 詳細は P.15 を参照 

❷履修状況 選択したアドバイジー学生の現在までの履修科目一覧や各科目の成績評価

分布・履修科目の平均点・標準偏差等の確認ができます。  

詳細は P.16 を参照 

❸成績分布 選択したアドバイジー学生の現在までの成績分布や修得単位数（累積）等

が確認できます。 

詳細は P.19～20 を参照 

❹学生生活記録 選択したアドバイジー学生が任意で記録した在学中の準正課活動・部活

動・サークル活動・ボランティア活動、マイストーリィ（自由記録ページ）

など様々な活動記録が確認できます。 

詳細は P.21 を参照 

❺進路・資格 選択したアドバイジー学生が記録した卒業後の進路希望、在学中に取得し

た資格取得状況（任意で学生が記録した情報）、地方創生推進士に関する情

報、TOEIC 等の外国語能力試験・大学生基礎力レポート・セルフアセスメ

ント等の結果の確認ができます。 詳細は P.21～24 を参照 

❻面談記録 選択したアドバイジー学生との面談記録の入力や、e-ポートフォリオ内で

アドバイジー学生へフィードバックができます。 

詳細は P.25～28 を参照  

※面談記録はアドバイジー学生には表示されません。 

 

※❶~❺はアドバイジー学生に表示される画面と同じ表示内容が閲覧できます。 

ただし、アドバイジー学生が非公開設定としている情報は表示されません。 

【アドバイジー学生が公開・非公開を選択できる項目】 

 ➍の学生生活記録の「マイストーリィ」欄（詳細は P.20 を参照） 

 ❺の進路・資格内の「TOEIC 等の外国語能力試験」の結果欄（詳細は P.22 を参照） 

 

➊ ➋ ➌ ➍ ➎ ➏ 
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2019年７月 18日 

第３回教育戦略企画チーム会議資料 

 

各部局におけるポートフォリオの運用状況について 

 

多元的能力評価法（パフォーマンス評価・自己評価等）導入を目指した調査研究に向け，

以下の通り，前回会議後に各部局のチームメンバーから，各部局におけるポートフォリオの

運用状況について現状と課題をご報告頂きました。 

 

○地域デザイン科学部 

コミュニティデザイン学科 

１．学修ポートフォリオの運用方法 

・３年生までは担任が，４年生以降はゼミ担当教員が，成績返却時にあわせて使用。 

２．学修ポートフォリオ使用方法 

・紙ベースで学生が手書きで記入し，学生に管理させている 

・学生が前の学期までに修得した単位数を科目区分ごとに記入 

・今学期に修得する授業を科目名欄に記入 

・単位を修得したら単位数を記入。修得できなかった場合は０を記入 

・科目区分ごとに「今期単位数計」を記入 

・今期単位数計と今期以前単位数計を合計して「修得済み単位数計」に記入 

・その学期の履修から学生が学んだことを簡潔に記録。ここでは特定の科目だけではな

く，その学期の授業全体を通じて学んだ内容についてふり返り，コメント欄に記入。 

・指定された時間に担任教員から履修状況について確認を受け，必要な場合はオフィスア

ワーなどで指導を受ける 

３ 学修ポートフォリオを用いた効果 

・担任・ゼミ担当教員としては，学期ごとに学生と共に科目区分ごとや専門科目の領域ご

との履修状況を効果的に確認でき，対面での学生指導の質が高まっている。 

 

建築都市デザイン学科 

１．学修ポートフォリオの運用方法 

・１年入学時に配布する学生の手引き内に単位修得自己チェック表をポートフォリオと

して運用。 

・学期ごとの成績表配布を全て個別面談として，各人５分程度面談し，成績表配布に合わ

せて，ポートフォリオの提示，取得単位の状況を学生本人が確認。 

２．学修ポートフォリオ使用方法 

学生本人が確認，記入。 

３．４年進級判定に係る３年次には学生本人に入念に確認させ，進級要件を満たす指導を実

施。その効果として，休学者 1名を除き，1名のみが進級不可，51名が進級。新学部以降前

後で比較すると向上している。 

 

社会基盤デザイン学科 

１．学修ポートフォリオの運用方法 

・達成度評価シートというものを作成し使用。単位の取得状況を把握し，学科の学修教育
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到達目標に対して現状の達成状況を確認している。学修内容などの細かな中身は記載して

いない。 

２．学修ポートフォリオ使用方法 

・面談では使う場合もあり，成績を学生に配布した後に，学生自身が進捗を確認するため

に入力作業を行う。３年生から４年生進級するための条件や，卒業要件は入っている。 

３．学修ポートフォリオを用いた効果 

・効果はそれなりにあり，単位としてとれれば良いという考えの学生に関しての効果は低

い傾向。 

 

○国際学部 

（１）運用方法 

 主に履修状況の確認表（科目・単位の修得状況確認表）の役割を持っている。各学期初め

に指導教員（１～３年前期：学年指導教員，３年後期～４年：卒業研究指導教員）から用紙

が学生に渡される。学生は個別成績票を見ながら，履修科目と修得単位を記入し，卒業に必

要な単位のうちどれだけ修得できたかを確認する。また，学生は前学期の振り返りと新学期

の目標を記入する。指導教員がそれを受けとり点検し押印した後，原本は本人に返却し，1

部コピーを保管する。 

 

（２）運用上の問題点 

 学生からの意見では，メリットとして，卒業要件単位数のうち，どれだけ修得できたかを

確認するのに便利とのことである。ただ，紙媒体のため，毎学期手書きで記入する煩わしさ

を指摘している。また，教員の方も，３年前期までは学年指導教員が 1人 30人～40人程度

の学生の，個別成績票とポートフォリオの両方を点検し，かつ指導もしなければいけないた

め，かなりの負担となる。双方にとってポートフォリオの web化が求められている。また現

在，カリキュラム WG からの提言により，TOEIC-IPスコアや海外体験などの情報もポートフ

ォリオに入れる案が教務委員会で検討されている。 

 

○教育学部 

運用方法：教育学部では，「学びの軌跡（エクセルファイル）（＊）」を運用。１年次当初に，

教育実践科目ガイダンスの中で活用法を説明。教師としての資質能力の向上を目指し，学生

は自己評価を記載。それに対し，指導教員がコメントする。学生と指導教員とのファイルの

やり取り（教員によるコメント記載）は年１回。運用の効果については未確認である。履修

科目・取得単位数の確認については有効である。 

 

運用上の問題点：学生は年に１度，メールで担任に提出，担任がコメントし返信。ファイル

を集めるだけでも大変。ある教員は e-Learning上に提出させているが，ひとつずつダウン

ロードするのにも手間がかかる。継続性を考えると年に複数回のやり取りは，実際には大変

難しい。ポートフォリオを学生と Web画面上で共有できるシステムが必要である。 

 教育学部では，別途（＊）教育実践科目に特化したポートフォリオ（紙媒体のワークシート）

も運用している。各授業の中で複数回，学生と指導教員とのやり取り（教員によるコメント

記載）がある。 
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○工学部 

機械システム工学科，電気電子工学科，応用化学科が過去に JABEE 認定を受けており，学

科ごとに独自のフォーマットでポートフォリオを作成し，学生個人の達成度評価システム

を構築している。しかし，平成 31 年度からの学科改組にさきがけてすべての旧学科の JABEE

認定は取り消しており，平成 31 年４月から運用が始まった基盤工学科の新カリキュラムに

ついては，新入生に向けたポートフォリオの作成には至っていない。 

どの旧学科も JABEE 実施期間内は，全学生がポートフォリオを正しく記入しているかを

学期ごとに管理，指導しその状態を維持し続けるためにかなりの労力を費やした。現状では

学修者の主体性にまかせた運用で定期的な提出を義務とはしていない。教員側がポートフ

ォリオを活用しているのは，担任と学生との個人面談での利用，４年生に進級し各学科にお

ける研究室配属条件を満たしているかをチェックする資料として利用している。学生側と

しては，各自の学習達成度がレーダーチャートやグラフとして可視化されるシステムにな

っているものの，それを活用し励みにしている学生の実数は不明である。 

 

○農学部 

■生物資源科学科 

・運用方法 

 生物資源科学科では添付ファイルを運用。１年次当初に，ガイダンスの中で活用法を説明。

学生と担任との間で学期毎に用紙をやりとりしている。 

・運用上の問題点 

 特になし。 

 

■応用生命化学科 

・運用方法 

 １年次の必修科目「情報処理基礎」の講義でファイルの配布および活用法を説明。担任に

よって多少のばらつきはあるが，概ね，成績表とポートフォリオを使って，学生との面談を

行い，ポートフォリオの内容などに不備があれば，学生に再提出させている。 

・運用上の問題点 

 成績表のレーダーチャートなどと重複する部分があるので必要性が低くなってきた点が

ある。 

 

■農業環境工学科 

・運用方法 

 ２年次の必修科目「コンピュータデータ処理」において Excelファイルの使用方法を説明

している。学生には成績通知書受取時に入力し，プリントアウトしたものを提出することを

求めている。なお，今年度より，ポートフォリオでのレーダーチャートは削除した。 

・運用上の問題点 

 学年により提出状況にバラツキがある。また，成績を自動的に取り込むことができれば，

成績通知書返却時の面談に活用することができる。 



汎用的能力の醸成を目指したワークシート（案）

現行のポーフォリオに以下を追加する。

　１．自分の長所や短所を適切に自己評価した上で，自ら立てた計画に沿って目標達成のための努力をすることができる。

　７．知識を体系的に理解するとともに，複数の視点から物事を捉え，その結果をもとに論理的な文章を書くことができる。

項目番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

達成度 A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C

教員確認

留意点
（１０月）

項目番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

達成度 A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C A， B， C

教員確認

振り返り
（＊）

（２月）

自己評価欄

項　目　

前期の自己評価結果や面談での指導教員からのコメントを踏まえ，自身で特に心がけたいことなど（留意点）を記入。

振り返り
（７月）

（注）Aに○をつけた項目がある場合，簡単にその根拠を記載してください。

　２．社会の一員としての意識を持ち，社会の中で積極的に役割を果たすことができる。

社会スキル

認知スキル

基礎的リテラシー

　８．適切な文献・資料・データを収集し，それらを批判的に分析することができる。

（＊）
留意点をもとに振り返りをしてください。

◎　自己評価欄の A， B， C （A：十分できた，B：おおむねできた，C：あまりできなかった）に○をつける。

20190712教育戦略企画チームB班

　９．外国語や統計データを用い，自分の考えを他者にわかりやすく示すことができる。

　３．現状を分析することで課題を発見し，その解決方法を考えることができる。

　４．多様な意見に耳を傾け，意見や立場の違いを超えて他者とともに物事を進めることができる。

　５．現状を分析し，新しいアイデア・問い・成果物を生み出すことができる。

　６．自らの学び方を正しく自己評価し，継続的に自律的な学修を行うことができる。

後期

自己評価欄

目
 
 

標

前期

年度当初に目的や実施方法などについて指導教員から説明を受ける。

（注）Aに○をつけた項目がある場合，簡単にその根拠を記載してください。
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